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トラフグ漁解禁

10月１日からトラフグ漁が解禁されました。トラフグは、言わずと知れた高級魚で、冬の味覚として、てっちり（鍋料理）などにされます。三重県はトラフグの隠れた産地で、伊勢湾口にあたる阿児町安乗沖でたくさん獲れますが、熊野灘地域も負けてはいません。活きの良いトラフグが、尾鷲漁協や熊野漁協の市場に水揚げされています。水揚げされたトラフグは、地元の料亭などの他、大阪・名古屋の都市圏だけでなく本場の下関へも送られています。
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トラフグ
　尾鷲漁協での水揚げは各新聞に載りましたので、そちらに任せ、こちらでは熊野漁協市場のトラフグを取材しました。
　熊野地区では、１～２トンクラスの漁船で一本釣りや延縄釣りでトラフグを漁獲しています。朝から操業を始め、昼いっぱいまで行っています。　写真は1.4トンの漁船で、一人で操業しています。
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トラフグ
本日水揚げされたのは約４kgまでのサイズで、合計124.7kgが水揚げされました。漁業者はトラフグを狙って操業していますが、外道としてサバフグもたくさん漁獲されます。サバフグはトラフグと比べて単価が安いので、野〆にして、一山いくらで競りにかけられます。写真はトラフグですが、サバフグもなべや唐揚げにすると美味しいと思います。
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トラフグの水揚げ
水揚げは13時から始まります。港に停泊した漁船から、活きたままトラフグが持ち込まれ、写真のように、市場の人が１匹ずつ体重を測定して、Ａ～Ｅの５段階にクラス分けします。
Ａは0.7～1.0kg、Ｂは1.0～1.4kg、Ｃは1.4～1.7kg、Ｄは1.7～2.0kg、Ｅは2.0kg以上とクラス分けしています。この日は、Ａが48.4kg、Ｂが39.2kg、Ｃが11.5kg、Dが17.5kg、Ｅが8.1kg水揚げされました。　
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トラフグの競り
トラフグの競りは15時から始まり、写真のように札入れして競りを行います。初日は、最高キロあたり6,500円の値がつき、もっとも大きなトラフグは１匹１万５千円で落札されました。
今年は、昨年ほどの大漁は望めそうにもありませんが、大きなものを中心に漁獲される予想となっています。今後、なべが美味しい季節になるにつれ、トラフグの値も高くなっていくそうです。
